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これまでの経緯、この活動の⽬的

 特定機能病院ではH29から年に1回「特定機能病院間相互のピアレビュー」を⾏
い、H30からは「医療安全対策地域連携加算」もとれるようになっている

 病院同⼠でチェックをするのを、同じ医療提供施設である「薬局」にも当ては
めてみたら︖︕

 R3/10⽇本薬剤師会雑誌で上記取り組みを京都府薬剤師会医療安全委員会が模
して⾏った内容の論⽂掲載

 これを宮前区薬剤師会でもやってみたい︕
 せっかくやるなら薬機法改正もあって「⽇本薬剤師会 医薬品の安全使⽤のための
業務⼿順書」もR2/4で改訂されているので、更新内容を反映した形で取り組みた
い︕

調剤過誤を防ぎ、患者様に安⼼してご利⽤いただける薬局︕」を
⼀番の⽬標に。



現時点での活動は、、、

 ⽇本薬剤師会雑誌京都府版の「医薬品安全使⽤のための業務⼿順書」を中⼼と
したチェックシートを令和2年4⽉改訂の内容を加味し、調剤に特化する形で改
変し、この項⽬を宮前区薬剤師会役員の所属する薬局で確認作業を実施。併せ
て医療安全に関する各薬局の管理薬剤師の意識をアンケートを⽤いて調査。

 チェックシートを実施することで、医療安全に関する意識の変化の有無を確認。
⼿順書を最新版に沿った形に訂正することを促進していく。また薬局毎に調剤
ミスを防ぐ取り組みを⾏っている⼯夫を共有し、お互いに⾼めあって調剤ミス
を減らしていきたい。









今後の活動予定

 現時点ではパイロット版で役員の所属する薬局を回っているが、ゆくゆくは宮
前区薬剤師会に所属いただいている薬局全体を回らせていただき、「宮前区の
薬局は安⼼してご利⽤いただける薬局です︕」となるようにしていきたいので
皆様の薬局にもご協⼒をよろしくお願いいたします。

 この活動にご参加いただく利点は︖
 「業務⼿順書」を最新のものに改訂いただくので、「くすりと健康相談薬局」など
の現地調査対策になります。

 分⺟が広がることでより多くの調剤ミスを防ぐ取り組みを共有できます。


